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若者がまちづくりに関わる仕組みづくりについて 

三重県戦略企画部企画課 

１ 「若者がまちづくりに関わる仕組みづくり」について 

「若者がまちづくりに関わる仕組み」を創るために、まず２４年度は、「若者がもっと

まちづくりに参加するためには何が必要か」をテーマとして、当事者である若者と行政、

ＮＰＯ、企業などが一緒に考えるフォーラムを開催しました。このフォーラムの企画や

進行補助は学生が中心となって実施しました。そのため、事前に学生対象のファシリテ

ーション研修を実施し、受講生の中から学生スタッフを募集するとともに、仕組みづく

りの先進事例として鳥取県の学生人材バンクを訪れ、その仕組みについて学びました。 
                                                    
① ファシリテーション研修 

学生を対象にさまざまな立場の人たちが一緒に

「まちづくり」に取り組むコツ、そのために役立つ

ファシリテーションを学ぶ研修を開催しました。 
 
■第 1回 ９／１８（火） 
楽しい会議づくりに役立つファシリテーション 
の黄金のコツ 
■第 2回１０／３０（火） 
 まちづくりを進めるための「超」具体的なノウ  
 ハウ 
※ 三重大学、皇學館大学、鈴鹿工業高等専門学

校、名城大学から延べ 29名の参加者がありま
した。 

 
 

② 鳥取スタディ・ツアーの実施 
学生とともに鳥取県の学生人材バンクを訪問し、先進事例を学ぶとともに、学生人材

バンク主催の第 1回全国 know村サミットに参加し、全国から集まった大学生と交流し
ました。 
■ 1日目 １０／６（土）「第 1回全国 know村サミット」参加 
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 各班からのアイデアを発表後、全員で投票を行った結果、 

○大晦日に伊勢神宮まで常夜灯を灯そう！ 

○学生議員制度 大学生が知事、市町長との本気の公開討論会の実施 

○地域Ｃａｆｅ おしゃべり会を開催 

○地元のお年寄りと 1年を通した（農）作業体験 

 などのアイデアに対して、多くの支持が集まりました。 

 

 

２ 今後の展開について 

「学生と大人のトークフェスタみえ！」終了後、参加者からは、「出された意見を是非

実現できるようにしていきたい」「このような機会をもっと増やしていくべき」という意

見や「普段なかなか話す機会のない人たちから違う目線の意見が聞けて参考になった」

などの声が寄せられました。 
また、参加したＮＰＯから、アイデアを実現するための具体的な場所の提供について

申し入れがあるなどの反響がありました。 
今後は、アイデアを実現するために、具体的に何ができるかについて、学生が地域と

一緒に考え、企画できるような場を提供し、次年度以降の仕組みづくりへつなげていき

たい。 
 


